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５月２８日（火）１６：００～１６：３０　第１２回　検数労連１９春闘交渉


全地域からの批准・一任を受け、１９春闘妥結を表明。





























【各地域の主な意見】


日検協会に対して


《評価点》


①　基礎分母、初任給の前進、全国平均でプラス回答など。


《不満点》


①　議事録確認が踏襲されなかった。


②　確認書で決定したはずが議事録確認になった。


③　賃金検討委員会の未開催。


④　中闘の粘り強い交渉の希薄化。


⑤　生計費原則との関係では理解できない回答。





全日検に対して


《評価点》


①　定昇１００円アップ、基礎分母の前進、徹休カットの改善など。


《不満点》


①　要求との関係では不満。


②　一律、職務経験加算が昨年比同一回答。


③　一律の年齢格差。　










































































　前回の交渉で両協会に対し、収拾に向けた機関手続きに入る旨を表明し、各地域に対し『１９春闘中闘見解』に対する意見集約を行いました。


　集約の結果、全地域より


『批准』または『一任』という結果を受け、第１２回


検数労連１９春闘交渉で正式に妥結の態度表明を行いました。





【１９春闘態度表明】


　１９春闘の態度表明にあたり、５月２８日正午までに各地域労連（支部）から


意見を集約し、全地域から批准または一任を受け、


１９春闘要求全般について




























































































～第１２回検数労連１９春闘交渉経過～　





は要求との関係では不満は残るものの現到達をもって『妥結』を表明する。


　春闘回答全般については、全国から様々な厳しい意見や強い不満、不信感、憤り等が指摘された。


両協会に対しては複数年連続しての時間外分母変更は一定評価するが、要求額との関係では低額であり不満である。全日検に対しては徹休カットの改善は評価するが、一律の年齢格差部分に課題を残した。日検協会に対しては初任給の改定は評価するが、１８春闘で議事録確認した『定昇・一律』を『定昇・定率昇給』に変更した回答については、後

































































































































































































































































に議事録確認を取り交わしたものの今後課題を残す結果となった。産別協定継続課題の履行に向けた協議については、引き続き検数労連課題と位置付けて取り扱っていくこととする。今後、両協会ともに安定した賃金引上げの実施と産別協定継続課題の履行、人員対策、人材育成、働き方改革に伴う時間外労働対策など、引き続き賃金問題や働き方などを協議検討する場において課題の前進に向けた真摯な労使協議の実施を強く求める。とりわけ、全組合員が協会を取り巻く現状を正しく理解するためにも職場労使協議等については、通年課題と位置付けて取り組むよう求める。



































































































































































































































※各地域闘争委員会の皆様。


長期に亘る１９春闘闘争お疲れ様でした。引き続き、１９夏季一時金も頑張りましょう。
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５月２９日・３０日の２日間、蒲田日港福会館で検数労連代表者会議を開催し、１９夏季一時金闘争における要求内容、たたかい方、検数情勢等の全体確認を行いました。


　要求組織にあたっては、これまで同様、全国団結を基本に一時金闘争を構築し、引き続き組合員とその家族の安定した生活の確保に向けたたたかいを構築していくことが重要となります。


検数両協会に対しては、安定した業務確保と適正料金の収受に向けた取り組みを求めて行くことが不可欠であると考えることから、積極的な対応を求めて行きます。同時に活力ある職場づくりへの対応策として『企業の基本は人への投資』という考えを実践させ、職場の慢性的な人員不足の解消に向けた対応も求めて行きます。


































































































































































































１９夏季一時金闘争に向けた代表者会議を開催


要求・たたかい方などの基本方針を確認する。








各地域からの一時金に対する意見としては、全地域概ね中央（案）を支持するとの意見のうえで、日検協会に対しては、要求に沿った回答を基本に乗率重視、乗率２．０ヶ月を超す回答を引き出させること。業績加算については廃止したうえで、その原資を全体


配分させることなどの意見が多く出されていました。


　全日検に対しては、１９春闘期間中での企業内労使協議において、職員Ａの住宅手当が本給化されたことにより、従来の回答方式では支部間格差が拡大することへの対策と、特別評価の廃止、全体配分。要求に沿った回答を引き出す交渉を求める意見が出ました。


１９夏季一時金交渉は６月６日（木）からスタートします。


　全国団結で一時金の大幅アップを勝ち取りましょう。










































































第１回　１９夏季一時金交渉


６月６日（木）１０時～


スト権集約は5月３０日（木）～６月５日（水）までとなります。








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


